














































個人1の効用関数をlIJx)= XlXI2，個人2の効用関数をlI，(x)ニ X21X22とする いづれの
効用関数も連続微分可能であるとする.ととで， xîjf立第i(~1，2) 個人の第 j(=1，2)財の消
費量を表記し，E;は第1財の市場価格を，P，は第2財の市場価格を表記する.個人1の初
期賦与量をωJ9，9)，個人2の初期賦与量をω，(1，1)とする
9 9 p， 傘 9.9P 
競争均衡ピ=(角川;)を求める Xlー+一一， X21=+-iであるから，2 2 Pl 
.， 2 2 Pl










例を以って示すこと kする. 配分状況に関して羨望がないとは 2財の場合，























































? ?? (8) 
が得られる
式(7)と式(8)との共通領域が存在するのは，次の2つの場合である すなわち，








1 ，X，+ウY直線x門ニ -x" +一一一..2とは一致する. したがって，この場合，羨望なき配分が存在
“ 2 u 4 
する領域は，第 1象限内の， 直線 X"= X，与λh上の，
X， 
あるいは直線
， X1，今 YL ニ -X"十一一ームよ主の点からなる集合である.
2 u 4 
第2の場合が成り立つのは，連立2元1次方程式が非負の解をもっ場合である.そこで，
当該の2式を



























P1Xi¥ +P山壬Pl斗 +P2」，z=l，22 •• 2 
であるから，すべてのi=1，2について同ゐである.
γ 






X1 . p， X嬰関数を求めると， ."(，ι 土ー十一主ー よ.i= 1，2である.
“ 4 Pl 4 . 
I 00 1 X. . ..~_~.. ~.. . .x X 
するど，均衡価格比IP2 I =与で，均衡配分点(叫x毛ら1'X





P1λCn + P2Xi2 ~ Pl曲'jJ+ P2白山iニ 1，2
γ 








“ 2 2p1 •• 
{η x. x. 
すると，均衡価格比は， I とよ~一一二.:.:Lで，均衡配分点は，














X12 p， -rt.+.. 1" /!:r.T J n "，，--+-H--AA-W-11{li~4M.)4- Pl ど，個人1の主体的均衡条件は，一一=ーであり，倒人2の主体的均衡条件は， 一二 で
Xl1 P2 2 P2 
ある.
1 . P2個人1の財1に関する需要関数は X" 三一品τ十一一ω"であり，倒人2の財1に関する
2 . 2P1 . 












PIX21 + P2X22 :: Plu21 + P2ω22と合致する.







』ι “ 2 “ 4 2 




































当該の競争均衡解は， (山二)ニ(」，」)，izl，2である". .' '2' 2 
個人1において，




が成り立っている.したがって，配分(Xi'!，X;2)二(ニL，-i)，iz l，2は公正な配分である'2 2 
国.2.2.モデル2の下での公正配分存在の検討
X. X 
当該の競争均衡は，(x，<n) = (ー上， "~2 )，i = 1，2である.さて，実現可能にして羨望なきιιμ2 ' 2 
配分の存在領域に当該の結果を代入すると，





(X巧川l 2 ，.' 4 2 
傘 川 一 川川






まず，羨望なき配分点が(-i， )であるとする その記分点が，競争均衡配分でありか2 . 2 
つ無羨望配分点であるとすると，
主主ニ出土十叫、=JK-竺」ω.0， 
2 2 . 2ιv 
X崎 川一一 川一一 川一一 川一一二iニ」上+-1主=x-， -ー=:.!.l_-12 
2 4 2ι4 2 
が成り立たなければならない，





ωH 川一 - X一川一
ニ斗十」主=X，主主C1+ω12) 
4 2 X 







































































すると，任意の個人i= 1，2， "'，nにとって，百i~二Î xp i e.， lIj (yJ ; lIj (aj)であり，ある個人
kニ 1，2，.・，n，k手 1にとってYk>-k a¥，i.e.，uJ百'k)> uk(x，)であるような配分Uが存在する





Yi"， xjであるような個人1二 1，2，・'，1にとっては，P'Y; = p'x;である.
以上の考察から，p'Y;2p・x;(i= 1，2)であるから，






























関数をIII(X1)= 3xl1 + 2x12 +X13'その初期記分をω1= (1，1，1)とし，個人2の効用関数を
1，(忽'，)= 2x'I十X2+3X23 'その初期配分を ω，=(1，1，1)とし，個人 3の効用関数を
ω一1ニ(ω"ω1)"3(X3)=X31 +3x32 +2x33，その初期配分をω3= (1，1，1)とする.このとき，
初期配分は均等であり，III(X，)=II，(X，)=1I3(x3)=6であるから無羨望である.
さて，配分包=(X"X"X3); X， = (3， 2/3， O)，x， = (0，0，2)， x3ニ(0，7/3，1)を考える.このと
き，IIJxl)=31/3>6=1I1(ω1)'III(X1) = 6 = 11 (ω，) I，(XI)ニ9>6ニ1，(ω'Jであるから，
当該配分zはコア配分であり，当該喜己分mはパレ」ト効率的配分である.










包JX1I>X1，)> 11 (ω'1>ω22) .個人2の無差別曲線は，倒人2の原点からみて配分点






















したがって，ピ~(可 ， X;) は公正な配分ではあるが，均等所得均衡配分ではない (言正明終
わり)
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